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三河港湾
みかわこうわん

三河湾部会を開催しました

三河港湾事務所の主な実習内容としましては、岸壁や防波堤等の工事現場の見学や干潟の水質調査、また、

一般の方々に三河港の魅力を伝えるための説明・案内に必要な配付資料、ポスター、説明シナリオの３種類を

２人で協力して作成しました。

３月２日（月）に「第１３回伊勢湾再生海域検討会三河湾部会」(以下「三河湾部会」)を開催しました。

「三河湾部会」は、伊勢湾再生海域推進プログラムに位置付けられた「多様な生物がいきづくうみの保全」に

向け、三河湾の環境改善対策について検討するため、「伊勢湾再生海域検討会」の専門部会として、平成２１

年7月に設立しました。

部会の様子

●渡邊さんによるレポート

豊橋技術科学大学から実習生が来ました～就業体験実習レポート～

●塚原さんによるレポート

★このレポートは2月16日～25日に実習で来ていただいた豊橋技術科学大学生の渡邊さん・塚原さんに書いていただきました。

三河港湾事務所では港湾

に関する業務であることか

ら、船舶や干潟、生物や堤

防・岸壁などに関する知識

を身につけることができ、

また一般の方を対象とした

船内での発表であったこと

から、発表内容も堅苦しさ

を無くし、エンターテイメ

ントの要素を含めた、初め

ての発表形式となりました。

三河港湾事務所では、岸壁の工事現場への見学や、干

潟の水質調査など、日頃あまり関わることのない事柄に

関して貴重な体験をさせていただきました。

今回の三河湾部会では、部会長

である中田特任教授（名城大学大

学院総合学術研究科）の議事進行

のもと、事務局から提案した「干

潟・浅場造成候補地における試験

施工の検討」「干潟・浅場造成地

の検討」「広報用資料の更新の検

討」について、活発な意見・議論

が交わされました。

この発表を通して、専門家同士だけでなく、一般の

方にも分かりやすく説明する能力を培ったと実感しま

した。

また、一般の方を対象と

した三河港の案内・説明資

料作成と発表では船酔いに

少々苦戦したものの、船の

上での案内・説明という特

殊な発表形式を体験するこ

とができました。

一週間と少しという短い

期間でしたが、港湾事務所

に関して多くのことを学ぶ

ことができたと思います。
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

採用されてからの一年を振り返って

今年度の主な出来事

企画調整課 岩田 尚晃

中部地方整備局に採用され、三河港湾事務所の企画調整課に配属されてから1年がたちました。

企画調整課として、この1年間で、業務の発注や講演資料の作成、イベント対応など、様々な業務に携わって

三河港湾ぎゃらりー三河港湾ぎゃらりー

三河港湾事務所では、今年度も多数のイベントを開催・支援させていただき、多くの方々にご参加いただきました。

ここではその一部をご紹介いたします。

5/17 高浜の干潟の生きもの調査

6/15 西の浜エクスカーション

7/21 豊橋みなとフェスティバル

11/8 三河港神野ふ頭地区耐震強化岸壁着工式典10/19 西の浜クリーンアップ活動

7/25 衣浦の海の環境教室

11/24 三河港自動車産業観光ツアー

きました。その中でも自分が主として担当している港内見学などのイベント対応は、他の

業務とは違い地域の方々と直接かかわり合いがあるため、地域の方々に「港が担っている

役割」や、「港の重要性」について知っていただくことができる重要な業務だと思い、自

分なりに責任感を持って取り組んできました。

最初は知識が足りず、自分が伝えたいことをうまく伝えることができませんでしたが、

いろいろな業務の経験や、イベント対応の数をこなすごとに、自分が伝えたいこと、相手

が知りたいと思うことを、少しずつではありますが伝えられるようになっていきました。

こちらの説明に対して「なるほど！」という反応を返してくださる方や、もっと詳しい

ことまで知ろうといろいろ質問してくださる方も出てくるようになり、それが自信ややり

がいへとつながりました。

今後もこの1年間で得た知識と経験を生かして、業務に取り組んでいきます。


